
山
口
貴
裕
先
生

と
車
座
で

意
見
交
換
会

1
県
央
支
部

川
崎
市
議
会 

自
民
、公
明
、民
主
み
ら
い

、共
産

四
党
の
議
員
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

3
川
崎
支
部

牧
島
か
れ
ん
先
生

が
国
政
報
告

守
屋
て
る
ひ
こ
先
生

が
県
政
報
告

4
西
湘
支
部

原
光
宏
氏
が
講
演

三
原
じ
ゅ
ん
子
先
生
が
国
政
報
告

2
県
央
支
部
＆
相
模
原
支
部

各
地
で
盛
況
政
経
懇
談
会

　

県
内
に
７
支
部
を
置
く
神
奈

川
県
本
部
で
は
平
成
26
年
度
よ

り
、
支
部
単
位
で
地
域
開
催
す

る
政
経
懇
談
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
身
近
な
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
①
会
員
が
参
加
し

や
す
く
す
る
こ
と
、
②
会
員
に

役
立
つ
活
動
を
行
う
こ
と
、

③
会
員
が
日
政
連
活
動
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
を

目
的
と
し
、
こ
の
様
な
活
動
が

会
員
増
強
に
繫
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
内
各
地
で
６
回

開
催
さ
れ
て
、
合
計
２
８
０
名

余
り
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
と
も
日
政
連
事
業
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
地
域
政
経

懇
談
会
は
各
回
と
も
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
企
画
・
運
営
が
な
さ

れ
て
お
り
、
盛
会
の
う
ち
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

今
年
度
の
政
経
懇
談
会
の
実

施
内
容
を
開
催
順
に
ご
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

第
二
回
は
平
成
27
年
12
月
１

日
に
相
模
原
市
内
の
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

県
央
支
部
と
相
模
原
支
部
が
合

同
で
企
画
運
営
し
た
も
の
で
、
72

名
も
の
参
加
者
を
集
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
二
部
形
式
で
行
わ

れ
て
、
ま
ず
、
第
一
部
と
し
て
、

横
浜
銀
行
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
営
業

本
部
長
兼
執
行
役
員
で
相
模
原

駅
前
支
店
長
の
原
光
宏
氏
か

ら
、「
相
模
原
・
県
央
地
域
の

経
済
状
況
に
つ
い
て
」
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
経
済
情

勢
に
関
し
て
、
具
体
的
な
事
例

や
デ
ー
タ
を
示
し
た
内
容
の
経

済
講
演
で
あ
り
、
参
加
者
は
身

近
な
話
題
と
い
う
事
も
あ
り
、

　

第
一
回
は
県
央
支
部
の
企
画

運
営
で
、
平
成
27
年
６
月
10
日

に
厚
木
市
内
の
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
選
出
の
県
議
会
議
員
の

山
口
貴
裕
氏
を
講
師
に
招
き
、

少
人
数
で
「
車
座
形
式
」
で
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
央
支
部
の
役
員
を
中
心

に
14
名
が
参
加
し
て
、
県
政
事

業
に
お
け
る
街
づ
く
り
に
つ
い

て
、
熱
心
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

興
味
深
く
、
講
演
を
聴
き
入
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
と
し
て
、
こ
の
夏
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
神
奈
川
選

挙
区
か
ら
立
候
補
予
定
の
自
由

民
主
党
参
議
院
議
員
の
三
原

じ
ゅ
ん
子
氏
か
ら
「
国
政
報

告
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
熱
の
こ
も
っ
た
国

政
報
告
で
あ
り
、
盛
況
で
あ
り

　

第
三
回
は
平
成
27
年
12
月
３

日
に
川
崎
市
内
の
会
場
に
て
、

川
崎
支
部
の
企
画
運
営
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
政
経
懇
談
会
は
開
催
方

式
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
川
崎

市
議
会
の
４
党
の
市
議
会
議
員

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
の
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ

い
た
の
は
、
川
崎
市
議
会
の
自

由
民
主
党
、
公
明
党
、
民
主
み

ら
い
、
日
本
共
産
党
の
４
つ
の

党
の
川
崎
市
議
会
議
員
の
方
々

で
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
市
政
報
告
及
び

不
動
産
に
関
す
る
懸
案
事
項
」

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
は

自
ら
の
党
の
政
策
や
諸
問
題
へ

の
考
え
方
な
ど
を
丁
寧
に
説
明

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

　

続
い
て
、
年
も
変
わ
り
、
第

四
回
は
平
成
28
年
２
月
４
日
に

西
湘
支
部
の
企
画
運
営
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
平
塚
市

内
の
ホ
テ
ル
で
す
。

　

こ
の
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

関
す
る
支
部
研
修
会
と
併
設
で

政
経
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
63

名
も
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
は
、
ま
ず
、
小
田

原
選
出
の
県
議
会
議
員
の
守
屋

て
る
ひ
こ
氏
か
ら
、
県
政
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
原
を
中

心
と
し
た
西
湘
地
区
の
活
性
化

に
つ
い
て
の
講
演
は
参
加
者
に

は
身
近
な
話
題
で
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に

講
演
を
聴
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
元
小
田
原
選
出

の
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
の

牧
島
か
れ
ん
氏
か
ら
、
国
政
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

牧
島
氏
は
現
在
内
閣
府
大
臣

政
務
官
を
務
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
日
政
連
の

活
動
に
賛
同
し
て
い
る
国
会
議

員
で
構
成
さ
れ
る
「
全
日
本
不

動
産
政
策
推
進
議
員
連
盟
」
の

事
務
局
次
長
も
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
と
繫

が
り
の
深
い
牧
島
か
れ
ん
氏
か

ら
は
内
閣
府
で
ご
担
当
さ
れ
て

い
る
金
融
庁
と
地
方
創
生
に
つ

い
て
の
国
政
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
賀
詞
交
歓

会
に
は
、
地
元
平
塚
選
出
の
県

議
会
議
員
の
米
村
か
ず
ひ
こ
氏

も
駆
け
つ
け
、
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

様
々
な
意
見
が
聞
け
た
点
で
、

こ
の
よ
う
な
形
式
の
開
催
は
大

変
意
義
が
あ
る
懇
談
会
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
も
熱
心

に
質
問
が
出
て
お
り
、
政
経
懇

談
会
が
目
指
す
一
つ
の
方
向
で

あ
る
「
参
加
型
懇
談
会
」
が
実

現
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
44
名
の
参
加
者
は
懇
親

会
に
も
参
加
し
て
交
流
を
深
め

て
お
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
懇
親
会
に

は
、
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
友

誼
団
体
な
ど
の
ご
来
賓
に
も
多

牧島かれん衆議院議員

三原じゅん子参議院議員

く
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

全日本不動産政治連盟 神奈川県本部
〒220-0004
横浜市西区北幸1-11-15
横浜STビル6F
TEL. 045-324-2001
FAX. 045-324-2006
発行人：秋山　始
編集人：大久保　光世

http://www.nisseiren-kanagawa.info/
No.1神奈川日政連

平成 28年 6月 20日1 日政連神奈川　年間活動報告（平成27年度総集編） 第 1号


